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本講演では，金属強磁性体を記述すると考えられているHubbard模型に関する最近
の結果 [1]を報告する．最初に，この模型の物理的な背景について簡単に概説する．そ
して，この分野における問題を数学的に定式化する．
これらの問題を解決するために，新しい普遍性の概念を導入する．この概念はある

作用素不等式により記述される．ただし，ここで用いられる作用素不等式という言葉
は，ヒルベルト空間の自己双対錘から自然に定義されるものであり，通常の意味での
作用素不等式とは異なることを注意しておく．この普遍性の概念を用いて，磁性に関
するLiebの定理が，電子・格子振動相互作用及び電子・光子相互作用のもとで安定で
あることを証明する．さらに，磁性に関するNagaoka-Thoulessの定理も上述の相互作
用のもとで安定であることを示す．
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